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令和５年度
水稲優良品種決定調査結果

宮城県古川農業試験場

令和6年2月6日

資料６
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優良品種として要望さΗΖ品種
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気候変動Ͷ対応しɼいもち病等͹病害虫Ͷ強くɼ高温登熟性・耐冷性・耐倒伏性Ͷ優Ηた
以下͹特性を有すΖ品種
΢ 既存͹優良品種を上回Ζ特性を持ちɼ主力と͵ΕうΖ品種
ʤイʥ極良質・極良食味Ͳ他県͹銘柄Ͷ対抗ͤΖ品種
ʤロʥʰコシϐカϨʱɼʰつや姫ʱ以降͹熟期Ͳɼ極良質・極良食味͹晩生品種
ʤハʥ既存͹優良品種Ͷɼ生産者・消費者・実需者等のニーθに適応ͤΖ望Ήしい特性Ν付与しͪ
品種

ϫ 中食・外食等͹業務用ωーθͶ対応すΖ品種
ʤイʥ業務用Ͷ対応ͤΖ品質・食味Ν持ͬɼ収量性Ͷ優Ηͪ品種
ʤロʥοϩχ加工適性͹高い低アミローη品種
ʤハʥ大量調理Ͷ適しͪ優Ηͪ炊飯適性Ν持つ品種

ύ ৿た͵需要を創出すΖ品種
ʤイʥ輸出Ν前提ͳしͪ低コスφ栽培及;収量性Ͷ極Όͱ優ΗΖ品種
ʤロʥ米粉用ɼ酒造用ɼ健康・機能性市場対応͵ʹͶ実需者͖Δ͹要望͗あΕɼ特定需要͗見込Ή
ΗΖ品種



令和５年度供試系統ʤ本調査・現地調査ʥ

早晩性 系統名 対照品種 調査年数 特徴ʤ育成地による特性評価ʥ
早生 奥羽450号 やΉ͹しͥく ̏-̏ ͖͵Ε多収ɼい΍ͬ病Ά場抵抗性ɼ耐倒伏性
中生 東北235号 ͽͳΌ·Η

(͝Ξ͘ΉΖ)
４-４ Cd低吸収性ɼい΍ͬ病Ά場抵抗性

東北236号 ̐-̐ Cd低吸収性ɼ穂い΍ͬΆ場抵抗性ɼ耐冷性
福島64号 ̐-̐ 高温登熟性ɼ葉い΍ͬΆ場抵抗性ɼ耐冷性
岩手148号 ̏-̏ い΍ͬ病Ά場抵抗性ɼ耐冷性
東北241号 ̏-̏ 高温登熟性ɼい΍ͬ病Ά場抵抗性

晩生 東北238号 つや姫
(ͫͱ正夢)

̐-̐ 耐冷性ɼい΍ͬ病Ά場抵抗性
東北239号 ̐-̐ 低アミロースɼい΍ͬ病Ά場抵抗性ɼ耐冷性
東北242号 ̏-̏ い΍ͬ病Ά場抵抗性

巨大胚
中生

東北胚232号 金͹いぶ͘ ４-４ 巨大胚ɼ低アミロースɼい΍ͬ病Ά場抵抗性

酒造好適米
中生

福島酒67号 蔵͹華
(吟͹いΘͺ)

̏-̎ 心白発現高ɼい΍ͬ病Ά場抵抗性

注ʥ対照品種͹( )内ͺ比較品種ɽ調査年数ͺ本調査－現地調査͹年数ɽ

うるち種９系統ʤうち低アミローη１系統ʥ、巨大胚１系統、酒造好適米１系統
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令和５年度供試系統ʤ予備調査ʥ

早晩性 系統名 対照品種 調査年数 特徴ʤ育成地による特性評価ʥ
早生 岩手153号 やΉ͹しͥく ̏ い΍ͬ病Ά場抵抗性ɼ低アミロース

山形154号 ̏ い΍ͬ病Ά場抵抗性ɼ耐冷性
山形160号 ̏ 高温登熟性ɼい΍ͬ病Ά場抵抗性ɼ耐冷性

中生 奥羽452号 ͽͳΌ·Η ̏ 極多収ɼ耐倒伏性
岩手152号 ̏ い΍ͬ病Ά場抵抗性
東北243号 ̏ Cd低吸収性ɼい΍ͬ病Ά場抵抗性ɼ耐冷性
秋田133号 ̏ Cd低吸収性

晩生 関東291号 つや姫 ̏ 穂い΍ͬΆ場抵抗性
関東292号 ̏ 極多収ɼ穂い΍ͬΆ場抵抗性
東北244号 ̏ 大粒多収ɼい΍ͬ病Ά場抵抗性ɼ耐倒伏性
ӿ南311号 ̏ 高温登熟性

うるち種11系統ʤうち低アミローη１系統ʥ
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本県Ͷ供試を行っていΖ主͵育成地

地方系統名 育成地 略称 所在地
奥羽 農研機構

東北農業研究センνー
東北農研 秋田県大仙市

関東 農研機構
作物研究部門

作物研 茨城県つくͻ市

岩手 岩手県農業研究センνー 岩手農研 岩手県北上市
東北 宮城県古川農業試験場 宮城古試 宮城県大崎市
秋田 秋田県農業試験場 秋田農試 秋田県秋田市
山形 山形県農業総合研究センνー

水田農業研究所
山形水田研 山形県௿岡市

福島 福島県農業総合センνー 福島農総セ 福島県郡山市
ӿ南 福井県農業試験場 福井農試 福井県福井市

注ʥ農研機構ͺ通称ɽ正式名称ͺɼ国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構ɽ
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供試系統の有望度説明

記号 有望度 意味 次年度調査の
種子配付希望

育成地側の対応

◎ 有望 優良品種候補ͳͤΖɽ
ʤ品種審査会Ͷ諮Ζʥ

し͵い 配付中止
ʤ採用後ͺ調査終了ͳ͵Ζ
͹Ͳʥ

○ やや有望 優良品種ͳしͱ期待Ͳ͘Ζ͹Ͳそ͹
前提Ͳ調査Ν継続ͤΖɽ

ͤΖ 次年度΍配付Ν継続ͤΖɽ

△ 継続 多少見込Ί͗あΖ͹Ͳ΍う少し調査
Ν継続ͤΖɽ

ͤΖ 次年度΍配付Ν継続ͤΖɽ

× 打切Ε 見込Ί͗͵い͹Ͳ調査Ν終了ͤΖɽ し͵い 配付中止ɽ他県Ͳ○△͗͵
い限Ε種子΍廃棄ͤΖɽ

注1ʥ×以外(見込Ί͗あΖ系統)Ͳ΍ɼ採用さΗΖ余地͗͵い場合ͺɼʰ調査終了(特性把握)ʱ又ͺ
ʰ打切ΕʱͳͤΖ͞ͳ͗あΖɽ

注2ʥ育成地͹都合Ͳɼ配付͗中止・終了ͳ͵Ζ͞ͳ͗あΖɽ

7



耕種概要
※移植 病害虫・雑草防除
 播種期・播種量：4月17日ʤ乾籾重140g/箱ʥ ※移植栽培 使用薬剤量
 移植期：5月10～11日ɼ稚苗ɼ手植え 種子消毒 ϠϝΪーχC・DFɻɻɻɻ 200倍液 24時間浸漬
 栽植密度：22.2株/m2(30×15cm)ɼ4本/株 播種時 ξコϪーφ水和剤ɻɻɻɻ 500倍液 0.5ƀｯﾄƁ/箱
 施肥量ʤN成分kg/aɼ基肥－幼形期－減分期ʥ 5月12日 エϨζϡン乳剤 0.3ƀｯﾄƁ/10a
 ɻ本調査ɻ標肥区：0.5－0－0.1 5月24日 ώッοϨϓϫΠϔϩ 0.5ƀｯﾄƁ/10a
 ɻɻɻɻɻ多肥区：0.7－0－0.1 6月19日 ΫϧッϕϓϫΠϔϩɻɻɻ 2,000倍液 100ƀｯﾄƁ/10a
 ɻ予備調査ɻɻɻ：0.5－0－0.1 7月3日 ώサήϧン液剤ʤψφϨウϞ塩ʥ 70ƀｯﾄƁ/10a

7月20日 コϧφッϕ1Ϋϫ粒剤12 1kg/10a

ϠンΪϨッφ1Ϋϫ粒剤 1kg/10a

※直播(鉄コーテΡンή表面播種ɼ条播) 8月3日 ηνーέϩϟ΢φ液剤10ɻ1,000倍液 100ƀｯﾄƁ/10a
 播種期：5月12日 8月10日 ΫϧッϕϓϫΠϔϩɻɻɻ1,000倍液 100ƀｯﾄƁ/10a
 播種量：120粒/m2ʤ3.2～3.7kg/10aʥ 8月18日 ηνーέϩϟ΢φ液剤10ɻ1,000倍液 100ƀｯﾄƁ/10a
 施肥量ʤN成分kg/aɼ基肥－幼形期－減分期ʥ
 ɻɻɻɻɻɻɻɻ：0.4－0－0.1 ※直播栽培

5月15日 ϕϪΫーϕ１Ϋϫ粒剤 1kg/10a

6月6日 φッϕΪンϓϫΠϔϩ 0.5ƀｯﾄƁ/10a
6月19日 ΫϧッϕϓϫΠϔϩɻɻɻ2,000倍液 100ƀｯﾄƁ/10a
7月3日 ώサήϧン液剤ʤψφϨウϞ塩ʥ 70ƀｯﾄƁ/10a
7月28日 コϧφッϕ1Ϋϫ粒剤12 1kg/10a

ʤ以降͹管理ͺ移植栽培と同様ʥ
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令和５年度成績概要ʤ本調査̏ʥ
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注1ʥ移植栽培・標肥区͹υーνɽ
注2ʥ外観品質ͺ上上～下下Ν1～9Ͳ示しͪʤ値͗小さいΆʹ優Ζʥɽ
注3ʥ食味官能ͺɼ不良～良Ν-3～+3Ͳ評価しͪ結果Ν対照品種ͳ͹差Ͳ示しͪɽ***：危険率0.1％

早晩性 系統名 玄米重 外観 食味官能 概評 有望度
対照比 品質 対照差 ʤ-3～+3) 有利形質 不利形質

(kg/a) (％) 粘Ε 総合

早生 奥羽450号 63.8 107 4.8 +0.2 -0.0 +0.3 収量(標肥͹み)
千粒重,
品質(死米)

△～×
(打切Ε)

中生 東北235号 58.7 100 4.8 -0.1 -0.3 -0.4
Cd低吸収性,
いもち病抵抗性

○
(調査終了)

東北236号 58.6 99 4.8 -0.1 -0.0 -0.3 Cd低吸収性 品質(基白)
○～△

(調査終了)

福島64号 58.0 98 3.5 -1.4 +0.3 -0.1 品質 ○

岩手148号 57.0 97 4.3 -0.6 -0.8 -0.8 千粒重,品質 食味
△

(打切Ε)

東北241号 58.6 99 4.3 -0.6 -0.3 -0.1
いもち病抵抗性,
品質

千粒重 ○～△

******



早晩性 系統名 玄米重 外観 食味官能 概評 有望度
対照比 品質 対照差 ʤ-3～+3) 有利形質 不利形質

(kg/a) (％) 粘Ε 総合

晩生 東北238号 62.8 99 4.2 +1.0 +0.3 -0.1
いもち病抵抗性,
千粒重

品質(基白) △

東北242号 62.9 99 4.7 +1.5 -0.1 -0.3
いもち病抵抗性,
千粒重

品質(基白)
△～×

(打切Ε)

東北239号 61.6 97 3.2 ±0.0 +0.1 -0.0 食味,千粒重 ○

巨大胚
中生

東北胚232号 57.7 113 4.5 +0.3 -0.2 -0.2
いもち病抵抗性,
収量

◎～○
(調査終了)

酒造
好適米
中生

福島酒67号 57.4 98 4.8 -1.7 － －
品質,心白発現,
千粒重

△～×
(打切Ε)

令和５年度成績概要ʤ本調査̐ʥ
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注1ʥ移植栽培・標肥区͹υーνɽ
注2ʥ外観品質ͺ上上～下下Ν1～9Ͳ示しͪʤ値͗小さいΆʹ優Ζʥɽ
注3ʥ食味ͺɼ不良～良Ν-3～+3Ͳ評価しͪ結果Ν対照品種ͳ͹差Ͳ示しͪɽͪͫしɼ東北239号ͺɼͫͱ正夢(低アミロース)比較Ͳ評価しͪɽ

(ͫͱ正夢 比較)

(吟͹いΘͺ 比較)
品質,収量



令和５年度成績概要ʤ予備調査̏ʥ
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注1ʥ外観品質ͺ上上～下下Ν1～9Ͳ示しͪʤ値͗小さいΆʹ優Ζʥɽ
注2ʥ玄米νンϏクͺ近赤外成分測定装置Ͳ測定しͪ値ɽ

早晩性 系統名 玄米重 外観 玄米 概評 有望度
対照比 品質 対照差 νンϏέ 有利形質 不利形質

(kg/a) (％) (乾物%)

早生 岩手153号 61.6 99 3.8 -0.7 6.9 品質 収量
△～×

(打切Ε)

山形154号 58.3 94 4.0 -0.5 6.8 品質 収量
△～×

(打切Ε)

山形160号 63.3 102 4.3 -0.2 6.6
いもち病抵抗性,
品質

△

中生 奥羽452号 72.6 116 5.0 +0.7 6.2 収量,千粒重 品質
△～×

(打切Ε)

秋田133号 66.6 106 4.5 +0.2 6.3
Cd低吸収性,
収量,千粒重

品質 △

東北243号 59.5 95 4.0 -0.3 6.6
Cd低吸収性,
いもち病抵抗性

収量 △

岩手152号 54.7 88 3.3 -1.0 6.4
いもち病抵抗性,
品質

収量
△～×

(打切Ε)



令和５年度成績概要ʤ予備調査̐ʥ

12

注1ʥ外観品質ͺ上上～下下Ν1～9Ͳ示しͪʤ値͗小さいΆʹ優Ζʥɽ
注2ʥ玄米νンϏクͺ近赤外成分測定装置Ͳ測定しͪ値ɽ

早晩性 系統名 玄米重 外観 玄米 概評 有望度
対照比 品質 対照差 νンϏέ 有利形質 不利形質

(kg/a) (％) (乾物%)

晩生 関東292号 65.1 104 5.0 +1.5 6.0 収量,千粒重 品質
×

(打切Ε)

関東291号 56.8 91 4.5 +1.0 6.1 収量,品質
×

(打切Ε)

東北244号 63.8 102 5.0 +1.5 5.8
いもち病抵抗性,
千粒重

品質
×

(打切Ε)

ӿ南311号 61.5 98 3.0 -0.5 6.2 品質,千粒重 △



令和５年度大豆優良品種決定調査結果

古川農業試験場

資料７



令和ڱ年度大豆供試系統
ْ要望さोॊ品種ٓ

良質多収द機械पेॊ収穫適性及びॱンパॡ含量ऋ高くؚ加工適性प優ोた以下भ特性を有घॊ品種؛
イ. 晩播栽培प適घॊ品種؛
ট. ॲイ६३५ト७ンॳগक़抵抗性ऋ強い品種؛
ハ. َॱンঞイُेॉ紫斑病抵抗性ऋ強い品種؛

紫斑病 SMV 病࡜࡭ SCN 裂莢性

東山239号 ࣁ 早生 3 㸦標㸧ࢱンࣞイ
強～
極強

ABCD

抵抗性
強 中 中

ࣜࣙウࣘウ ࣟ 中生ࡢ早 2 㸦標㸧ࢱンࣞイ -
ABCD

抵抗性
- 極強 易

東໭191号 ࣟ 中生ࡢ晩 3 㸦標㸧ࢳࢱナࣁ࢞ -
ABCD

抵抗性
- 強 難

Ⓩ米㸦2㸧ࠊ大崎
㸦1㸧ࠊ栗原㸦1㸧

東໭196号 - 中生ࡢ早 1 㸦標㸧ࢱンࣞイ -
ABCD

抵抗性
- ࠝ強ࠞ ࠝ易ࠞ

関東155号 - 中生ࡢ早 1 㸦標㸧ࢱンࣞイ -
AA2BCD

抵抗性
- - 難

໭陸6号 - 中生ࡢ晩 1 㸦標㸧ࢳࢱナࣁ࢞ -
AA2B

抵抗性
- - 難

比較
品種

(標)：標準品種(対照)ࠊ(比)：比較品種を示ࠊࡣ[ ]ࠋࡍDNA࣮࣮࣐࢝検定ࡣࡓࡲ交配組合ࡽ࠿ࡏ推定さࡿࢀ抵抗性等ࡢ᭷無ࠋ

SMV：ࢲイࢨࣔࢬイࢡウイࣝࠊࢫSCN：ࢲイࢭࢺࢫࢩࢬンࣗࢳウを示ࠋࡍ

現地調査ࡢ㸦㸧内ࡢ数値ࡣ供試年数を示ࠋࡍ

㸦比㸧ࠊ࣓ࣟࢩࢠ࣑ࣖ㸦比㸧ࡾࡢࡳࡎࡍ

本
調
査

予
備
調
査

系統࣭
品種ྡ

早晩性
供試
年数

標準品種

抵抗性等ࡢ特徴㸦育成地ࡢ評価㸧

現地調査要望



試験区भ耕種概要

試験区

ほ場

播種期

反復数

栽植密度

畦間

株間

エコ䝖ッ䝥P乳剤䠄播種後) 㻡月㻞㻡日 エコ䝖ッ䝥P乳剤䠄播種後) 㻢月㻞㻣日

ポル䝖䝣ロア䝤ル 㻣月㻝㻞日

中耕䞉ᇵ土

土改剤

ᇶ肥

種子処理 5᭶11日

䝗ロ䞊ン散布 8᭶14日

䝗ロ䞊ン散布 㻤月㻝㻠日

䝗ロ䞊ン散布 㻥月㻡日

䝗ロ䞊ン散布 㻥月㻡日

㻣㻡ｃｍ

高度໬成550(大豆専用)ࠉN:P:K＝0.2：0.6：0.8(kg/a)

MAXX࣮ࢨ࣮ࣝࢡ

除草剤 

病害虫防除

20cm 10cm

ࣝࣈ࢔ࣟࣇࢱࢫࢪࢱン࢓ࣇ

ソン5ࣂࣞࣉ

乳剤࣒ࢲンࣛࣉ

スタ䞊クル液剤

粒状苦土石灰䠄㻡kg㻛a䠅

㻢月㻞㻢日、㻣月㻝㻠日 㻣月㻝㻠日、㻣月㻞㻤日

㻡月㻞㻡日 㻢月㻞㻣日

䠏区 䠎区

標播区 晩播区

古川農業試験場内F㻞圃場

㻝㻟㻚㻟本㻛㎡ 㻞㻢㻚㻣本㻛㎡

場内圃場मؚSCNभ被害履歴ऋ無いたीؚSCN被害履歴ऋあॊ現地圃場を選定खؚ抵抗性を評価खた؛



大豆生育期間 気象भ特徴
ك年１１月ڱ月～令和ڱ年ڱ古川アওॲ५令和ق

高温

多照 多照

少雨࣭乾燥 少雨࣭乾燥多雨

出芽 開花 莢伸長期 子実肥大期 成熟期
標播5/25ق播種ك

出芽 開花 莢伸長期 子実肥大期 成熟期
晩播6/27ق播種ك



生育概況ق基幹品種ك

播種期以降भ高温पेॉ生育ऋ進ाؚ開花期ऋ早ऽढた؛
標播दमؚ開花期間ऋ長くऩढたこधद同ग固体内दु着莢時期भयैणऌऋ大ऌくؚ成熟期ऋ遅ोた؛
ミখॠ३টওदमؚ蔓化・倒伏や少雨・乾燥भ影響पेॉ有効莢数ऋ平年ेॉु少ऩऊढた؛
子実肥大期頃भ少雨・乾燥भ影響पेॉ百粒重ऋ小さくऩॉؚ平年ेॉु子実重ऋ少ऩくऩढた؛

開花期 成熟期 主茎長 主茎節数 分枝数 有効莢数 百粒重 子実重
(月/日) (月/日) (cm) (節/本) (本/株) (個/a) (g) (kg/a)

R5 7/18 11/6 62.1 14.3 9.3 68.7 26.1 24.8

平年 8/1 10/24 69.4 14.7 8.5 68.6 32.3 35.1

平年差比 -14.0 13.0 0.89 0.97 1.09 1.00 0.81 0.71

R5 7/26 11/13 97.7 17.9 10.5 39.7 36.9 9.3

平年 8/4 11/9 97.8 16.5 11.1 59.6 44.3 39.6

平年差比 -9.0 4.0 1.00 1.09 0.94 0.67 0.83 0.23

R5 8/5 10/26 66.9 13.3 4.9 75.2 23.9 32.0

平年 8/10 10/28 70.0 13.0 3.9 69.0 31.3 32.3

平年差比 -5.0 -2.0 0.96 1.02 1.27 1.09 0.76 0.99

R5 8/9 11/13 95.2 16.6 5.1 47.2 36.4 26.3

平年 8/17 11/14 88.2 13.9 5.2 60.7 41.5 37.2

平年差比 -8.0 -1.0 1.08 1.19 0.98 0.78 0.88 0.71

平年差比मؚ開花期ध成熟期दम平年差ؚそभ他भ調査項目दम平年比を示घ؛

標播

晩播

ॱンঞイ

ミখॠ३টও

ミখॠ३টও

ॱンঞイ



令和5年度試験成績ق本調査ك※優劣ऋあॊधこौभा表示

 東山239号
長所：標播・晩播धु粗子実重ऋ多いؚ青立ちऋ少ऩいؚ外観品質ऋ良いؚ褐斑粒ऋ少ऩい
短所：特पऩख

 リঙक़ঘक़قॲイ६३५ト७ンॳগक़भ被害म無ऊढたك
長所：晩播भ粗子実重ऋ多いؚ褐斑粒ऋ少ऩい
短所：標播भ粗子実重ऋ少ऩいؚ最下着莢高ऋ低いؚ紫斑粒ऋ多い

 東北191号قॲイ६३५ト७ンॳগक़भ被害म無ऊढたك
長所：標播・晩播धु粗子実重ऋ多いؚ青立ちऋ少ऩいؚ褐斑粒ऋ少ऩい
短所：最下着莢高ऋ低いؚ紫斑粒ऋ多いؚ裂皮粒ऋ多い



供試系統भ有望度भ評価基準

意味
次年度調査ࡢ
種子配ᕸ希望

育成地ࡢ対応

◎ ᭷望 優良品種候補ࡿࡍ࡜㸦品種審査会࡟諮ࡿ㸧 し࡞い
採用後ࡣ調査終了࡞࡜
配ᕸ終了࡛ࡢࡿ

○ やや᭷望
優良品種࡜し࡚期待࡛ࠊ࡛ࡢࡿࡁそࡢ前提
࡛調査を⥅⥆ࡿࡍ

ࡿࡍ 次年度ࡶ配ᕸを⥅⥆

◇ 再検討
見込ࡀあࠊ࡛ࡢࡿ年次変動ࠊ加ᕤ適性ࠊ現
地適応性等ࡘ࡟い࡚ࢱ࣮ࢹを蓄積ࡿࡍ

ࡿࡍ 次年度ࡶ配ᕸを⥅⥆

△ やや劣ࡿ 見込ࡀ薄い࡛ࡢ調査を終了ࡿࡍ し࡞い 配ᕸ中止

× 劣ࡿ 見込ࡀ無い࡛ࡢ調査を終了ࡿࡍ し࡞い 配ᕸ中止

育成地ࡢ都合࡛配ᕸ中止࣭終了ࡿ࡞࡜こࡶ࡜あࡿ

᭷望度



供試系統भ評価ق本調査ك

東山239号 ◇ 再検討
特࡟短所ࡣ認࡞ࢀࡽࡵいࠊࡀ収量࣭品質等
再検討ࡵࡓࡿ加ᕤ適性を見ࠊ年次変動ࡢ

ࣜࣙウࣘウ △ やや劣ࡿ
標播ࡢ収量ࡀ低くࠊ紫斑病ࡢⓎ生ࡶ多いࡓ
ࡿやや劣ࡵ

東໭191号 ◇ 再検討
収量ࡀ高いࠊࡀ被害粒ࡢⓎ生程度等ࡢ年次
変動ࠊ加ᕤ適性を見ࡵࡓࡿ再検討

◎：᭷望ࠉ○：やや᭷望ࠉ◇：再検討ࠉ△：やや劣ࠉࡿ×：劣ࡿ

概評

本
調
査

系統࣭品種ྡ ᭷望度



供試系統ق東北191号كभ評価ق現地調査ك

実施場所
粗

子実㔜
外観
品質

SCN

抵抗性
᭷望度 概評

37.8 2
〇

(105) (0)
᭷望

49.2 4
〇

(120) (-1)
᭷望

32.7 4
◇

(109) (-2)
再検討

◎：᭷望ࠉ○：やや᭷望ࠉ◇：再検討ࠉ△：やや劣ࠉࡿ×：劣ࡿ

粗子実㔜ࡢ㸦㸧ࡣ対ࢳࢱナࣁ࢞比ࠊ外観品質ࡢ㸦㸧ࡣ対ࢳࢱナࣁ࢞差࡛࣐イナ࡜ࡔࢫ優ࡿࢀこ࡜を示ࠋࡍ

品質ࡢୖࠊ1:ୖࡢୖࠊࡣ中:2ࡢୖࠊୗ:3ࠊ中ࠊ4:ୖࡢ中ࡢ中:5ࠊ中ࡢୗ:6ࠊୗ:7を示ࠋࡍ

Ⓩ米ᕷ豊㔛

大崎ᕷ田尻

栗原ᕷ志波姫

病害ࠊ蔓໬や倒伏ࠊ早くࡀ開花期及び成熟期ࠊ࡭比࡟ࣁ࢞ナࢳࢱ
虫ࡶ見ࠊࡎࢀࡽ生育揃いࡶ良好ࠋ収量ࡣやや優ࠊࡾ品質ྠࡣ程
度ࠋ最ୗ着莢高ࡀやや低いࠊࡀ᭷望ࠋ

生育ࢳࢱࡣナྠ࡜ࣁ࢞程度ࡽ࠿やや早いࠋ百粒㔜ࢳࢱࡀナࡼࣁ࢞
ࢬイࢲ，࠾࡞ࠋࡿࢀ面࡛優ࡢ収量ࠊࡎࢀࡽ見ࡣࡕ青立ࡀ小さいࡾ
ࠋࡓࡗ࠿࡞し࡜判然ࡣ抵抗性ࡿࡍ対࡟ウࣗࢳンࢭࢺࢫࢩ

収量,品質ࠊࡶ࡜対照品種ࢳࢱࠕࡢナࠖࣁ࢞をୖ回ࠋࡓࡗ収穫作
業性ࡶ最ୗ着莢高ࢳࢱࡶナࣁ࢞並࡛あࡿこࡀ࡜確認さࠋࡓࢀ一
部࡞ࠊびࡁ程度ࡢ倒伏ࡀ見ࢲࠊ࠾࡞ࠋࡓࢀࡽイࢭࢺࢫࢩࢬンࣗࢳ
ウࡢ࡬抵抗性ࡣ判然࡜しࠋࡓࡗ࠿࡞

被害無ࡵࡓࡢ
判然࡜し࡞

ࡓࡗ࠿

被害無ࡵࡓࡢ
判然࡜し࡞

ࡓࡗ࠿

被害無ࡵࡓࡢ
判然࡜し࡞

ࡓࡗ࠿



令和5年度試験成績ق予備調査ك※優劣ऋあॊधこौभा表示

 東北196号
長所：標播・晩播धु粗子実重ऋ多いؚ褐斑粒ऋ少ऩい
短所：青立ちऋ多いؚ最下着莢高ऋ低いؚ紫斑粒ऋ多い

 関東155号
長所：標播・晩播धु粗子実重ऋ多いؚ青立ちऋ少ऩいؚ外観品質ऋ良いؚ褐斑粒ऋ少ऩい
短所：最下着莢高ऋ低い

 北陸6号
長所：標播・晩播धु粗子実重ऋ多いؚ褐斑粒ऋ少ऩい
短所：最下着莢高ऋ低いؚ紫斑粒ऋ多い



供試系統भ評価ق予備調査ك

東໭196号 × 劣ࡿ 紫斑病ࡢⓎ生ࡀ多くࠊ劣ࡿ

関東155号 ◇ 再検討
収量ࠊ品質等優ࠊࡀࡿࢀ年次変動を見ࡿ
再検討ࡵࡓ

໭陸6号 ◇ 再検討
収量ࡣ高いࠊࡀ被害粒等ࡢ年次変動を見
再検討ࡵࡓࡿ

◎：᭷望ࠉ○：やや᭷望ࠉ◇：再検討ࠉ△：やや劣ࠉࡿ×：劣ࡿ

予
備
系
統

系統࣭品種ྡ ᭷望度 概評



今後भ予定

ْ令和ڱ年産भ加工適性試験ٓ
 豆乳抽出試験
 豆腐加工試験

東山239号ؚ東北191号
ॱンঞイؚミখॠ३টওؚघङाभॉؚقॱॳナガハك

ْ令和ڲ年度भ供試系統ٓ
 再検討भ系統

東山239号ؚ東北191号ؚ関東155号ؚ北陸6号
標準品種：ॱンঞイؚॱॳナガハ
比較品種：ミখॠ३টওؚघङाभॉ

 追加भ系統
東北194号

密植適応性ऋ高い多収品種भたीؚ密植条件द試験予定



ْ補足資料َٓ東北194号ُを再調査घॊ経緯
 大崎管内द子実トक़ঔটコ३ؚ大豆ؚ乾田直播水稲भ輪作体系भ試験を実施ق農水省委託プট：令和5

年度～令和7年度ؚ代表機関：農研機構東北農研ك

 本プট४ख़ॡトम省力低コ५ト栽培体系भ確立を目標धखथउॉؚ大豆पउいथम密植適応性द多収性
の特徴を持つَ東北194号ُを試験栽培खथいॊ

 委託プটपमJA古川ु参画खथउॉؚ将来的प現場からの品種導入の要望も想定さोॊ

 古試दम令和4年度भ予備調査दَ東北194号ُを供試खथいॊऋؚそभ際म慣行भ栽植密度ق畝間
75cmؚ株間20cmؚ2本立थك条件भ評価भा

 現場ऊैभ要望を想定खथؚ密植栽培ق畝間37.5cm、株間12cm、1本立थك条件の評価を行ढथउ
く必要ऋあॉؚ令和6年度प供試खたいध考えथいॊ

令和4年度َ東北194号ُभ調査結果

品質ࡢୖࠊ1:ୖࡢୖࠊࡣ中:2ࡢୖࠊୗ:3ࠊ中ࠊ4:ୖࡢ中ࡢ中:5ࠊ中ࡢୗ:6ࠊୗ:7を示ࠋࡍ

開花期 成熟期 最ୗ 子実㔜 ྠᕥ 百粒㔜 外観

系統࣭品種ྡ 着莢高 (7.3mm) 対照比 品質

㸦᭶日㸧㸦᭶日㸧 㸦㎝㸧 㸦kg/a㸧 㸦％㸧 㸦ｇ㸧 長所 短所

(標播) 7/29 10/13 11.6 13.5 57 26.2 3.0

(晩播) 8/7 10/21 14.4 21.6 64 28.1 4.0

(標播) 7/31 10/12 19.0 23.7 100 28.8 4.0

(晩播) 8/9 10/23 18.9 33.5 100 33.0 4.5

᭷望度

最ୗ着莢高ࡀ低くࠊ収量ࡀ劣ࠊࡾ百粒㔜
ࡾ切ࡕ打࡛ࡢ小さいࡀ

࣭外観品質ࡀ優ࡿ ࣭最ୗ着莢高ࡀ低い
࣭収量ࡀ劣ࡿ
࣭百粒㔜ࡀ小さい×

(対)ࢱンࣞイࠉ

東໭194号

概評
㸦対照品種ࡢ࡜比較㸧


